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ず英語と日本語の全文を配布し解釈を加え学生た
ちに関西学院の理念を少しでも理解してもらうよ
うに努めた。教授会でも同じものを配布し教授陣
にも理解を求めた。これも天野先生の努力の賜物
である。
天野先生との一番の思いではクリスマス礼拝で
ある。当初クリスマスは上ヶ原キャンパスのみで
あった。しかし私は天野先生と協議の結果学生た
ちに語りかけ、5人のアンサンブル、10名のキャ
ンパスクワイアーが結成され練習にはげみ、事務
局の多大な助けを借り補正予算を頂き、第一回神
戸三田クリスマス礼拝を開催する事ができた。ク
リスマスツリーはまだ枝が出てなかったが、神
戸新聞社が取材に来た後学生たちと替え歌の校歌
を歌い（神戸三田震え）礼拝後学生たちが飾りつけ
た食堂で三田市民を加え、500名ほどの人たちと
クッキーと紅茶でクリスマスを祝う事ができた。
天野先生もクワイアーに加わり共にクリスマス
を祝う事ができたのは最高の思い出でである。礼
拝、祝会後はＪＲ三田駅でクワイアーがクリスマ
スキャロルを歌ったのも良き思い出である。それ
から16年間毎年神戸三田キャンパスクリスマスは
三田市民と共に続けられている。
天野先生は御自分の言い分よりも人の話に耳
を傾けられていた。新しい学部だけに、上ヶ原で
も問題に直面したが、先生は絶えず総合政策学部
を想い、また学生の事をいつも気にかけておられ
た。総合政策学部をよくすれば、すなわち関西学
院全体がよりよいインスティテューションに成長
していくことを信じ、総合政策学部からどんどん
新たな試みを発信していった。4年後の大学院設
置にも心を砕かれ心労が絶えなかった。大学院一
期生には71名以上の院生を迎えることもできた。
天野先生は退職後も数回入退院を繰り返し治療
に専念されたが、他大学での公務も激務であった
様子。電話で数回お話をしたが、先生の業績、貢
献すべて素晴らしいものであるが、何よりも人と
しての天野明弘氏が素晴らしい方であったこと、
そしてこのような素晴らしい方と同じ学部でとも
に歩む事ができ、今日の総合政策学部の基礎創り
をすることができたことに対し心から感謝の意を
表したく思う。神と共にあることを信じつつ。
今泉信宏（いまいずみ　のぶひろ　元関西学院大
学総合政策学部 教授）
